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ご使用前にこの使用説明書をよくお読みいた
だき、充分ご理解のうえ正しくお使いくださ
い。お読みになった後は、お使いになる方が
いつでも見られる所に必ず保管してください。
■表示について
製品を安全に正しく使用していただき、あな
たや他の人への危害や財産への損害を未然に
防止するために、重要な内容を記載していま
す。表示と意味は次のようになっています。
詳細につきましてはP.8～11をご覧ください。

この表示を無視して、誤った取り扱
いをすると、人が傷害を負う可能性
が想定される内容及び物的損害の発
生が想定される内容を示しています。

注意

■絵表示の例

△記号は、注意（警告を含む）を促す内容を
告げるものです。
図の中や近くに具体的な注意内容（左図の場
合は感電注意）が描かれています。

○記号は、禁止（してはいけないこと）の行
為を告げるものです。
図の中や近くに具体的な禁止内容（左図の場
合は分解禁止）が描かれています。

この表示を無視して、誤った取り
扱いをすると、人が死亡または重
傷を負う可能性が想定される内容
を示しています。

警告 ●記号は、行為を強制すること（必ずすること）
を告げるものです。
図の中や近くに具体的な強制内容（左図の場合
は電池を取り出す）が描かれています。
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このたびは、ニコン ZOOM600QDをお買い
上げいただきありがとうございます。この
カメラは、次のような特長がございます。

(1) 38mm～110mmズーム内蔵でしかも携帯
に便利なコンパクトサイズ。

(2) 外部切り換えのできるパノラマ機構を内
蔵(パノラマ時もデート写し込み可能)。

(3) 自動スピードライト、スローシンクロ、
赤目軽減など多彩なスピードライト撮影
が楽しめます。

■アフターサービスと保証について
この製品には、保証書とご愛用者カードが付いてい
ますのでご確認ください。保証書の詳細につきまし

ては、P.45「アフターサービスと保証について」の
項をご覧ください。

■大切な撮影をするには試し撮りを
大切な撮影（結婚式や海外旅行など）をするときには、
必ず試し撮りをして、カメラが正常に機能するか事前
に確認してください。本製品の故障に起因する付随的
障害（撮影に要した諸経費および利益の喪失等に関す
る損害）については、補償いたしかねます。

パノラマ撮影をされた後、現像、プリントをご依頼
の際はP.23をお読みください。

“CEマーキング”について：CEはヨーロッパ協定
（Conformité Européenne）の意味で、マーキングは
その製品が適応されるEC規定をすべて満たしている
ことを表しています。



N
ik

o
n

ZoomLens38-110m
m

M

a
c
ro

ON / OFF

QUARTZ  DATE

 

AE受光窓 

赤目軽減／ 
セルフタイマー 
表示ランプ (P.38/39)

赤目軽減発光／セルフタイマー 
切り換えボタン(P.38/39)

シャッターボタン 

ズームスイッチ (P.19)

途中巻き戻しボタン (P.29)

ファインダー窓 

ストラップ 
取付部　　 

表示パネル 

メインスイッチ 

スピードライトモード／遠景 
モード切り換えボタン (P.31/34)

視度調節レバー (P.21) 
 

(P.  )は 
参照ページです。 

スピードライト 
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BATT.

MODE   SEL   ADJUST

デート表示 

アジャストボタン 

セレクトボタン 

モードボタン 
(P.14) 
 

電池ぶた(P.12)

赤ランプ(P.20)

ファインダー接眼窓(P.20)

三脚ねじ穴 

裏ぶた開レバー 
(P.25)

フィルム 
確認窓 

 遠景モード表示 
フィルム 
カウンター表示 

セルフタイマー表示 赤目軽減発光表示 

バッテリー 
チェック表示 

スピードライトモード表示 

デート表示 

(P.15)

(P.15)

 

パノラマ切り換えレバー (P.22)
準
備
編

5



ストラップをストラップ取付部に先の細いものなどを使って通し、カメラボディに取り付けます。
●持ち運びに便利なネックストラップAN-L10（別売り）もご用意してあります。

カメラケースCS-L13
カメラを保護する専用ソフトケースです。図のようにケースのタ
ブ（輪）にカメラのストラップを通しておくと携帯に便利です。
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BATT.
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分解したり修理・改造をしないこと
感電したり、異常動作をしてケガをすることがあります。

落下などによって破損し、内部が露出したときは、露出部に手を触れな
いこと
感電したり、破損部でケガをすることがあります。
電池を抜いて、販売店または当社サービス機関に修理を依頼してください。

分解禁止

接触禁止

すぐに修理依頼を

発熱、発煙、焦げ臭いなどの異常時は、速やかに電池を取り出すこと
そのまま使用すると火災、火傷の原因となります。
電池を取り出す際、火傷に十分注意すること。
電池を抜いて、販売店または当社サービス機関に修理を依頼してください。

分解禁止

電池を取る
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水につけたり水をかけたりしないこと
発火したり感電することがあります。

可燃性ガスの雰囲気中で使用しないこと
爆発、火災の原因になることがあります。

水かけ禁止

使用禁止

ストラップが首に巻き付かないようにすること
特に幼児・児童の首にストラップをかけないこと
首に巻き付いて窒息することがあります。

ファインダーより直接太陽や強い光を見ないこと
失明や視力障害になることがあります。

禁止

見ないこと
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ぬれた手で操作しないこと
感電の原因となります。

目の近くでスピードライトを発光しないこと
一時的な視力障害になることがあります。

感電注意

製品および付属品は、幼児の手の届かない所に保管すること
ケガをしたり付属品や電池を飲み込む恐れがあります。

発光禁止

放置禁止

使用しないときは、レンズカバーを閉じて、太陽光のあたらない所に
保管すること
太陽光がレンズに入射し、発火の原因となります。

保管注意
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三脚にカメラを取り付けたまま移動しないこと
転倒したりぶつけたりしてケガの原因となります。移動禁止

電池を火に入れたり、ショート、分解、加熱をしないこと
破裂、発火の原因となります。禁止

電池に表示された警告・注意を守ること
破裂、発火の原因となります。使用注意

使用説明書に表示された電池を使用すること
発熱、発火の原因となります。使用注意
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電池室カバーを下にスライ
ドさせて開け、電池を電池
室内の表示+・-に合わせて
正しく入れます。

電池室カバーの"l"マークとボ
ディの"－"マークとを合わせ、
上にスライドさせカチッと音
がするまでしっかり閉じます。

電池を入れ、容量を
チェックしましょう

カメラ本体とデート機構の
電源は共用していますので、
電池交換時は必ずデート
（日付・時刻）を修正してく
ださい（Ｐ.15参照）。また、
電池消耗時の交換以外は、
電池を抜かないでください。

BATT.

ADE IN JAPAN

BATT.

1 2

電池は、幼児の手の届かない所に保管すること
万一、お子様が飲み込んだ場合は、ただちに
医師と相談してください。放置禁止

警告

●使用できる電池は、3Vリチウム電池のCR123AまたはDL123Aタイプ1個です。
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メインスイッチを押して電
源をONにすると、レンズが
広角（38mm）の位置まで繰
り出されます。

表示パネルで電池の容量を確
認します。上図のような表示
がされていれば、電池容量は
充分です。

3 4
●フィルムが入った状態で電池を
交換した場合は、交換後シャッ
ターボタンを押してください。
シャッターはきれず、1コマ巻
き上がり撮影可能となります。
カウンターは"1"となります。

ON/OFF

●電池の容量が不充分な場合
表示が薄いとき、消えている
とき、また、“b”が点滅し
ている場合は、新しい電池と
交換し、日付・時刻も修正し
てください。

●スイッチON後、テレ（望遠）
側で何もしない状態が１分続
くとレンズは自動的にワイド
（広角）の位置に戻ります。電
池消耗を防ぐためご使用後は
必ずメインスイッチを押して
電源をOFFにしてください。



モードボタンを１回押すごとに
写し込まれるデート表示は右記
の順に切り換わり、写し込みた
いデートが選べます。

●デート機構の電源はカメラ本
体の電池と共用です。電池交
換時には、デートの修正を必
ず行ってください。

日付・時刻を
チェックしましょう

デート表示の日付、時刻を
確認してください。正しく
ない場合はP.15を参照し、
修正してください。

準
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MODE  SEL  ADJUST

PANORAM

［年・月・日］ 

［月・日・年］ 

［日・月・年］ 

［日・時・分］ 

［写し込みなし］ 
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■［年・月・日］、［時・分］を修正する場合
（１）モードボタンを押して年・月・日にします。
（２）セレクトボタンを押して“年”の数字を

点滅させます。
（３）アジャストボタンで数字を選択し修正し

ます。
●１回押すと“１”進み、押し続けると早送
りができます。

（４）同様にして月・日および時・分を修正し
ます。

（５）最後にセレクトボタンを押して、すべて
の表示が点灯すれば修正は終了です。

●各ボタンの操作はシャープペンシルの先な
どを使って行ってください。

日付・時刻の
修正方法

修正するときは、［年、月、
日］［時、分］に分けて修正
してください。

MODE  SEL  ADJUST



デート写し込み位置は上図を目
安にしてください。
●写し込み位置と被写体が次のよう
なときは、写し込みデートが判別
しにくくなることがあります。

(1) 白いまたは明るい場合。
(2) 赤色、オレンジ色や黄色の場合。

●フィルムの規定枚数以上の撮影コ
マには、デートが写し込まれなか
ったり、写し込み途中で終了する
場合がありますので、規定枚数以
内での撮影をおすすめします。
●ISO感度の50使用時では、デー
ト文字が薄くなることがありま
す。また、1600使用時ではデー
ト文字がにじむことがあります。16

パノラマ時写し込み位置 
標準時写し込み位置 

準
備
編
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［横に構える場合］
ひじを体に軽く付け、手のひら
にカメラを包み込むようにして
カメラを顔につけて、両腕でし
っかり構えます。

●手や髪の毛などがレンズ、ス
ピードライトなどをおおわな
いようにします。

［縦に構える場合］
●縦位置で撮影するときは、ス
ピードライト側が上になるよ
うにします。

カメラを
構えましょう

手ブレを起こしては、シャ
ープな写真は撮れません。
手ブレを起こさないよう、
右記を参考にしてください。
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シャッターボタン
の押し方

シャッターボタンの押し方に
は2段階があります。

シャッターボタンを軽く押
します（これを半押しとい
います）。

●この操作でカメラはピント合わ
せを行い、赤ランプ（AF表示
ランプ）が一瞬点灯します。半
押し中はピントはそこで固定
（フォーカスロック）されます。

シャッターボタンをさらに
押し込みます（この操作に
よりシャッターがきれ、撮
影できます）。

●いっきにシャッターボタンを押し
込むと手ブレの原因となります。

1 2
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［ワイド（広角）の場合］
“Ｗ”を押すとワイド（38mm）
側になります。広い範囲が写せ
るので、風景や大勢の人を写す
のに適しています。

［テレ（望遠）の場合］
“Ｔ”を押すと、テレ（110mm）
側になります。遠くに離れてい
る人やものを大きく写すのに適
しています。

基
本
撮
影
編

ズームスイッチの
操作方法

ファインダーをのぞき、ズ
ームスイッチを操作すれば
ワイド（広角）～テレ（望
遠）（38mm～110mm）の間
で被写体の大きさを自由に
変えられます。

●テレ（望遠）からワイド（広角）にズーミングする際に一瞬レンズカ
バーが閉じますが、故障ではありません。



1 撮影範囲フレーム
2 近距離補正マーク
被写体までの距離が約１m～
0.86mの場合は、近距離補正
マーク内のものが写ります。
約0.86mより近づくと、シャ
ッターボタンがロックされ警
告します。なお、警告表示は
ありません（撮影距離が極端

に近いときはシャッターボタ
ンがきれる場合もありますの
でご注意ください）。

3 オートフォーカスフレーム
4 近距離補正オートフォーカス
フレーム

5赤ランプ（AF表示ランプ／ス
ピードライト発光予告／スピ
ードライト未充電警告ランプ）
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ファインダー内
表示について

このカメラは標準撮影、パ
ノラマ撮影の切り換えを行
うと、ファインダー内のフ
レームも変化します。
視度調節機能はカメラのフ
ァインダーをのぞいた時フ
ァインダーの像を確認しや
すくなります。

2
1

2

2
3

4
 2

1

3

4
2

5

［標準撮影の場合］ ［パノラマ撮影の場合］
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赤ランプの点灯・点滅について
シャッターボタンを半押しした
とき、赤ランプが次のような表
示を行います。

点灯：撮影ＯＫです。
点滅：スピードライトが

充電中です。
一瞬点灯：ピント合わせが完

了です。

ファインダーをのぞいた状態で、視度調節
レバーをスライドさせる際、目に近い位置
での操作となりますので、指先やつめで、
目を傷つけないように注意してください。

切り換え注意
注意

［視度調節機能について］
カメラのファインダーをのぞい
た状態で、視度調節レバーをス
ライドさせて、もっともファイ
ンダー内の像が見やすい位置ま
でレバーを動かします。

/

/
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標準撮影とパノラマ
撮影を選びましょう

プリントタイプの切り換えは、ファインダ
ーをのぞいたまましないこと
指先やつめで目などを突き、ケガの原因と
なります。

切り換え禁止
注意

PANORAMA
P

標準撮影とパノラマ撮影の切り
換えは“パノラマ切り換えレバ
ー”をスライドさせてセットし
ます。
パノラマ撮影の場合は黄色地にP
マーク、標準撮影の場合は右側
に黒色の帯となります。

●パノラマ撮影とは
35mmフィルムの標準撮影画面１コマ分の上下を遮光して、約13mm×
36mmの画像を写し込み、プリント段階で約12mm×35mmの範囲を約
89mm×254mmパノラマサイズプリントに引き伸ばしたものです。
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標準撮影の場合
（切り換えレバー左）

パノラマ撮影の場合（切り換えレバー右）

●パノラマ撮影時、構図を決めるときは、画面の上
下に少し余裕を持たせてください。上部がカット
される場合があります。
●写し込みデートが標準時より大きくなります。

●「全数パノラマシール」または「混在パノラマ／標
準」シールがなくなった場合は、当社サービスセン
ター、サービスステーションにお問い合わせくださ
い（裏表紙をご参照ください）。

●パノラマでプリントする場合、標準の同時プリン
トに比べ料金が異なり、また日数もかかります。
詳しくは、プリントご依頼時にご確認ください。

●パノラマで撮影したフィルムを標準のプリントに
すると、画面の上下に黒い帯が写し込まれます。
プリントのご依頼の際はご注意ください。

パノラマ撮影、
標準撮影混在の場合

全数パノラマ
撮影の場合

●パノラマ撮影後に現像とプリントを依頼される場
合は、次のように付属のシールをフィルムのＤＸ
コード以外の部分に貼ってお出しください。



●DXマークの表示されたDXフィ
ルムを使用すると、フィルム
（ISO）感度が自動的にセット
されます。
●フィルム（ISO）感度について
の詳細は「フィルム（ISO）感
度のセットについて」（P.33）
をご覧ください。

■ご注意
パノラマシールは、撮影前には
絶対に貼らないでください。必
ず撮影後にDXコード以外の部分
に貼って、プリントに出してく
ださい。

基
本
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フィルムを
入れましょう

このカメラには、35mmDXの
フィルムをご使用ください。

DXマーク 

枚数表示 

感度表示 

DXコード 

パトローネ 



裏ぶた開レバーをスライド
させて裏ぶたを開き、フィ
ルムを入れます。

●フィルムを入れたり、取り出
したりするのは、必ず直射日
光の当たらないところで行っ
てください。

フィルムの先端を引き出し、
フィルム位置マーク“ ”
に合わせます。

●フィルムが浮かないように指
で軽く押さえて、裏ぶたをパ
チンと音がするまで閉じてく
ださい。

裏ぶたを閉じると、フィル
ムは自動的に送られます。

●メインスイッチをＯＮにして
フィルムカウンターが“1”を
表示すれば装てん完了です。

●フィルムカウンターに“E”が
点滅したら、フィルムを正し
く装てんし直してください。

基
本
撮
影
編
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MODE SEL ADJUST

ON／O

30

PANORAMA

FILM TIP

1 2 3FILM TIP



被写体にオートフォーカス
フレーム“ ”を合わせ、
シャッターボタンを半押し
してピントを合わせます。

●ピントが合うと、赤ランプが
一瞬点灯します。

シャッターボタンをさらに
押し込み、シャッターをき
ります。

●メインスイッチをONにしたと
き自動スピードライトモード
にセットされますので、暗い
ときには自動的にスピードラ
イトが発光します（P.32参照）。

基
本
撮
影
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ピントを合わせ、
シャッターを

きりましょう

●ピントを合わせたいもの
がオートフォーカスフレ
ーム“ ”から外れる
場合は「フォーカスロック
撮影」（P.30参照）を行っ
てください。

1 2



●ガラス越しの被写体

基
本
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影
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■次のような被写体は、オート
フォーカスではピントが合い
にくい被写体です。フォーカ
スロック（P.30参照）でいっ
たん被写体と同じ距離にある
ものにピントを合わせてから
撮影してください。

●オートフォーカスフレームで
カバーできない小さな被写体

●髪の毛など、黒くて反射しに
くい被写体

●自動車のボディなど、光沢の
ある被写体

●花火、ロウソクの火など、実
体のない被写体

●ピントを合わせたい被写体の手
前に、別の被写体があるとき



最後のコマが終わると、巻
き戻しが自動的に開始され
ます。

●フィルムの巻き戻しはフィルム
カウンターの数値が減っていく
ことによって確認できます。

フィルムカウンターに“E”
が点滅表示されれば、巻き
戻し完了です。

●巻き戻しが完了するまで絶対に
裏ぶたを開けないでください。
●巻き戻しが完了したら、必ずフ
ィルムを取り出してください。

基
本
撮
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フィルムの
巻き戻しは自動です

最後の１コマを撮り終ると、
自動的に巻き戻しが開始さ
れます。 1 2



裏ぶた開レバーをスライド
させて裏ぶたを開き、フィ
ルムを取り出します。

［フィルムの途中巻き戻し］
途中巻き戻しボタン“j”をシ
ャープペンシルの先などで押し
てください。巻き戻しが開始す
れば、ボタンを押し続けなくても
最後まで巻き戻しが行われます。

［パノラマ撮影後に現像と
プリントを依頼される場合］

●次のように付属のシールをフ
ィルムのＤＸコード以外の部
分に貼ってお出しください。

パノラマ撮影、標準撮
影混在の場合
全数パノラマ撮影の場合

詳細は、P.23もご覧ください。

基
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●電池消耗により巻き戻し途中で巻き戻しが停止した場合、電池交換
後、巻き戻しボタンを2度押してください。巻き戻しが再開します
（同時に日付・時刻も確認してください）。

/

/

MODE SEL ADJUST
PANORAMA

3



あらかじめ撮りたい構図を
決めておき、いったんピン
トを合わせたいものにオート
フォーカスフレーム“ ”
を合わせ、シャッターボタ
ンを半押ししてピントを合
わせます。

●ピントが合うと、赤ランプが
一瞬点灯します。

シャッターボタンを半押し
したまま撮りたい構図に戻
して、さらにシャッターボ
タンを押し込み、シャッタ
ーをきります。

●このときにピントを合わせた
いものまでの距離を変えない
でください。

応
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フォーカスロック
撮影

ピントを合わせたいものが、
画面中央のオートフォーカ
スフレームから外れる場合
に使用します。
●フォーカスロック撮影はオ
ートフォーカスではピント
が合いにくい被写体（P.27
参照）にも効果的です。

1 2



スピードライトモード切り換えボ
タンを１回押すごとに次のように
モードが切り換わります。

●赤目軽減発光につきましては、
赤目軽減発光切り換えボタン
によるセットとなります（P.38
参照）。

aw 自動スピードライトモード
et 遠景モード
e スピードライトキャンセルモード
w 強制発光モード

y スローシンクロモード

応
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スピードライト撮影

このカメラには4つのスピー
ドライトモードとスピード
ライトが発光しない遠景モ
ードとスピードライトキャ
ンセルモードがあります。

●メインスイッチをONにし
たときは、自動的に自動
スピードライトモードに
セットされます。

/

/

目の近くでスピードライトを発光しないこと
一時的な視力障害になることがあります。発光禁止

注意



スピードライトモード切り換
えボタンを押して“aw”
を表示させます。

●ファインダー横の赤ランプが
点灯すれば、スピードライト
撮影OKです。

構図を決め、シャッターボ
タンを半押しし、赤ランプ
の点灯を確認して、シャッ
ターをきります。

●赤ランプが点滅中（充電中）
は、シャッターはきれません。
しばらくしてシャッターボタ
ンを半押しし、点灯すればス
ピードライト撮影が行えます。

応
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自動スピードライト
撮影

自動スピードライトモード
にセットされていれば、暗
いときには自動的にスピー
ドライトが発光します。

QUARTZ  DATE

N
ikon

Zoom Lens 38-110 mm

M
ac

ro

1 2
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/
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■スピードライト光の届く範囲について
スピードライト撮影時のスピードライト光の届く範
囲は、使用するフィルムの感度（ISO）によって異な
りますので、下表を目安としてください。

使用フィルムの スピードライト撮影可能範囲

感度（ISO） W（広角／38mm） T （望遠／110mm）

50 0.86～4.6m 0.86～1.7m
100 0.86～6.5m 0.86～2.4m
200 0.86～9.2m 0.86～3.4m
400 0.86～13.1m 0.86～4.8m
800 0.86～18.5m 0.86～6.8m
1600 0.86～26.1m 0.86～9.6m

※上の表はネガカラーフィルムの撮影可能範囲です。
リバーサルフィルムの場合の撮影可能範囲は、望遠
側ではネガカラーフィルムの約2/3程度となります。

■フィルム（ISO）感度のセットについて
DXフィルムのフィルム（ISO）感度とカメラにセット
されるフィルム（ISO）の関係は下の表の通りです。

使用できる カメラにセットされる

DXフィルムの感度(ISO) フィルム感度（ISO）

50～80 50
100 125 160 100
200 250 320 200
400 500 600 400
800 1000 1250 800
1600～2500 1600

※リバーサルフィルムをご使用の場合は、上表の網
掛け部分の感度のものをお選びください。

●DXフィルム以外のフィルムを使用した場合は、すべ
てカメラが自動的にフィルム感度をISO100にセット
します。



遠景モード切り換えボタンを
押して“t”を表示させます。

構図を決め、シャッターを
きります。

●遠景モード時には、スピード
ライトは自動的にキャンセル
されます。

応
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遠景撮影

遠くの景色を、よりシャー
プに撮影したいときや、窓
越しに景色を撮影するとき
におすすめします。

/

/

N
ikon

Zoom L 05-mm

M
ac

ro
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スピードライトモード切り
換えボタンを押して“e”
を表示させます。

●シャッタースピードが遅くな
りますので、手ブレ防止のた
め三脚のご使用をおすすめし
ます。

構図を決め、シャッターをき
ります。

●撮影距離が約0.93mより近づく
と、シャッターボタンがロッ
クされ警告します。なお、警
告表示はありません。

応
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スピードライト
キャンセル撮影

夕景や夜景の撮影、フラッ
シュ撮影が禁止の場所での
撮影などに便利です。

/

/

N
ikon

Zoom L 05-mm

M
ac

ro
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スピードライトモード切り
換えボタンを押して“w”を
表示させます。

構図を決め、シャッターボ
タンを半押しし、赤ランプ
の点灯を確認して、シャッ
ターをきります。

応
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スピードライト
強制発光撮影

逆光や日陰でも人物を明る
く写すことができます。

/

/
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スピードライトモード切り
換えボタンを押して”y”
を表示させます。

●シャッタースピードが遅くな
りますので、手ブレ防止のた
め三脚のご使用をおすすめし
ます。

構図を決め、シャッターボ
タンを半押しし、赤ランプ
の点灯を確認して、シャッ
ターをきります。

応
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スローシンクロ撮影

被写体となる人物の背景に
ある、夕景や夜景の雰囲気
を生かした撮影ができます。

/

/
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赤目軽減発光切り換えボタ
ンを押して“r”を表示さ
せます。

シャッターボタンを押すと、
１秒間赤目軽減ランプが点灯
した後スピードライトが発光
しシャッターがきれます。

赤目軽減撮影

暗い場所で人物の目が赤く
写るのを軽減させたいとき
に便利です。

●スピードライトキャンセル
モードおよび遠景モードが
セットしてあると、赤目軽
減撮影は行われません。
●シャッターがきれるまで、
カメラを動かしたり、被写
体の人物が動いたりしない
よう注意してください。

/

/

N
ikon

Zoom L 5 mm

M
ac

ro

1 2
●赤目軽減発光／セルフタイマー切り換えボタンを１回押すごとに、表
示が次のように切り換わります。

r rs 解除
赤目軽減発光 セルフタイマー



応
用
撮
影
編

39

セルフタイマー切り換えボ
タンを押して“s”を表示さ
せ、三脚などに固定して構
図を決めます。

●スピードライト未充電時（赤
ランプが点滅中）は、セルフ
タイマーは作動しません。

シャッターボタンを押すと
セルフタイマー表示ランプ
が点滅し、約10秒後にシャ
ッターがきれます。

●途中解除するときは、メイン
スイッチをOFFにすると解除
されます。
●セルフタイマー撮影は、一度
撮り終ると解除されます。

セルフタイマー撮影

記念撮影など撮影者自身も
写真に加わりたいときなど
に便利です。

●セルフタイマーセット時
は赤目軽減発光が自動的
にセットされます。

/

/
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ikon

Zoom L 5 mm

M
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ro

1 2
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１.シャッターが
きれない

1メインスイッチがOFFになって
いませんか？

2電池が消耗していませんか？

3シャッターボタンを半押しした
とき、ファインダー横の赤ラン
プが点滅しませんでしたか？

4被写体までの距離が約0.86m
（スピードライトキャンセル撮
影時は約0.93m）より近くあり
ませんでしたか？

1メインスイッチをONにしてください。

2バッテリーをチェックして、電池
が消耗していれば、新しい電池と
交換してください。

3スピードライト充電中です。シャ
ッターボタンを半押しして、ファ
インダー横の赤ランプが点灯すれ
ば、シャッターはきれます。

4カメラから被写体までの距離が近
すぎます。もう少し被写体から離
れて撮影してください。

こんなときには ここをチェック こうしてください 参照ページ

P.13

P.12/13

P.21

P.20



そ
の
他

41

２.スピードライト
が発光しない

３.ピントがボケる

1電池が消耗していませんか？

2被写体が明るすぎませんか？

1オートフォーカスフレームが被
写体からずれていませんか？

2手ブレではありませんか？

1シャッターがきれないときの2と
同じように対応してください。

2被写体が明るいと、スピードライト
は発光しません。必要なときは、強
制発光モードにセットしてください。

1オートフォーカスフレームを確実
に被写体に合わせてください。ま
たは、フォーカスロック撮影を行
なってください。

2シャッターボタンを押すときには、
カメラが動かないように、シャッタ
ーボタンをゆっくり押してください。

こんなときには ここをチェック こうしてください 参照ページ

P.12/13

P.32/36

P.26/30

P.18



●カメラをご使用にならないときは、必ずメインスイッチをOFFに
してください。ONの状態のままですと、不用意にシャッターボ
タンが押されて電池が消耗します。

●閉めきった自動車の車内やトランクの中、夏の海辺、また、ストー
ブの前など、高温になる場所にカメラを放置しないでください。

●スピードライトを連続発光すると、電池やカメラの温度が上がり
ます。休ませながら使用してください。

●低温（0℃以下）の場所では、正常に作動しないことがあります。
カメラを保温しながら使用してください。

●カメラ内部には高電圧回路があります。故障と思われるときは、
危険ですから絶対に自分で分解なさらず、お買い求めのカメラ店
または当社サービス機関（裏表紙参照）へお持ちください。

取
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QUARTZ  DATE

Nikon
Zoom

Lens 38-105-mm Macro
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シンナーやベンジンなどの有機溶剤を
カメラの清掃に使用しないこと
火災や健康障害の原因となります。
製品を破損します。

使用禁止

警告



●カメラは精密機械です。落としたり、ショックを与えないでください。
●カメラはホコリを嫌います。ときどき、柔らかい布で軽く拭き取ってくだ
さい。特に塩分、砂ボコリは早めに取り除いてください。

●レンズが汚れたときは、ブロワーブラシでホコリを吹き飛ばすだけにし、
それでも汚れがとれない場合は、レンズクリーナーを少量つけて軽く拭い
てください。オートフォーカス測距窓が汚れたときは柔らかい布で軽く拭
き取ってください。

●シンナーやベンジンなど有機溶剤は絶対に使用しないでください。
●カメラは、高温多湿やほこりっぽい場所、ナフタリンやしょうのうの入って
いるタンスなどを避け、風通しのよいところに保管してください。なお、保
管の際は乾燥剤（シリカゲルなど）と一緒に保管することをおすすめします。

●長期間ご使用にならないときは、１カ月に１回を目安に、スピードライト
の発光を行ってください。スピードライトのコンデンサーの劣化を防ぎ、
長期間ご使用いただけます。

●温度差が極端となるところ（寒いところから急に暖かいところ）にカメラ
を持ち込むと、カメラの内外に水滴を生じますので、カメラをバッグやビ
ニール袋などに入れて、できるだけ温度変化をゆるやかにして、周囲の温
度になじませてからカメラをご使用ください。

そ
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●付属の電池はご購入時の作動テスト用のもの
で、仕様どおりの寿命は保証できません。ご
了承ください。
●カメラを長期間使用しないときは、電池の漏
液などからカメラを保護するためにカメラか
ら電池を取り出して保管してください。
●電池の両極が汗や油などで汚れていると、接
触不良の原因となります。乾いた布でよく拭
いてから使用してください。
●大切な撮影に際しては、早めに電池を交換するか、
予備の電池を携行するようにしてください。
●電池は火の中に投入したり、ショートさせたり、
分解、加熱、充電したりしないでください。
●低温（0℃以下）の場所では、一時的に電池の
性能が低下します。カメラをポケットのなか
で暖めながら使用してください。なお、一時
的に性能が低下した電池は、常温に戻れば性
能を回復します。
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●電池は幼児の手の届かないところに置いてく
ださい。万一飲み込んだ場合は、ただちに医
師に相談してください。



■この製品についてのお問い合わせ
ご意見、ご質問は、最寄りのニコンサービスセンター、サービスス
テーション等、当社サービス機関へお問い合わせください。
●当社サービス機関につきましては、使用説明書裏表紙をご覧く
ださい。
■修理を依頼される場合は
ご購入店、または当社サービス機関にご依頼ください。
●ご転居、ご贈答品などの理由で、ご購入店に修理を依頼すること
ができない場合は、最寄りの販売店、または当社サービス機関に
お問い合わせください。
■補修用性能部品について
ニコンZOOM600QDの補修用性能部品の保有期間は製造打ち切り後7
年間を目安としております。
●補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な
部品です。
●修理可能期間は、部品保有期間内とさせていただきます。なお、
部品保有期間経過後におきましても、修理可能な場合もあります
ので、ご購入店または当社サービス機関にお問い合わせください。
●水没、火災、落下などによる故障または破損で、全損と認められ
た場合は、修理が不可能となります。なお、この故障または破損
の程度の判定は、当社サービス機関にお任せください。

■製品の保証について
●この製品には「保証書」がついていますのでご確認ください。
「保証書」は、お買い上げの際、ご購入店からお客様にお渡しす
ることになっております。「ご愛用者氏名」及び「住所」「ご購
入年月日」「ご購入店名」がすべて記入された「保証書」をお受
け取りになり、内容をお読みの上、大切に保管してください。
●保証規定による保証修理は、ご購入から1年間となっております。
「保証書」をお受け取りになりませんと上述の保証修理が受けら
れないことになりますので、もしお受け取りにならなかった場
合は、ただちにご購入店にご請求ください。
●海外での保証内修理は領収書の提示を求められることがありま
すので、保証書とともに領収書の携行をお願い致します（領収
書のない場合は有料となる場合があります）。
●保証期間経過後の修理は、原則として有料となります。また、
運賃諸掛かりはお客様にご負担願います。
●保証期間中や保証期間経過後の修理、故障など、アフターサー
ビスにご不明なことがありましたら、ご購入店、または当社サ
ービス機関にお問い合わせください。
■使用説明書について
使用説明書の内容が破損などによって判読できなくなったときは、
当社サービス機関にて新しい使用説明書をお求めください（有償）。
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型式
ズームレンズ内蔵オートフォーカス35mmAEレンズシャ
ッターカメラ

使用フィルム
パトローネ入り35mmDXフィルム

画面サイズ
標準時：24mm×36mm
パノラマ時：13mm×36mm

レンズ
ニコンズームレンズ38mm～110mm
F4～F10.8、5群6枚

シャッター
プログラムAE式電子シャッター（絞り羽根兼用）

ファインダー
実像式ズームファインダー、視野率は通常時38mm：
87％以上／110mm：86％以上／パノラマ時38mm：82％
以上／110mm：85％以上、倍率38mm時…0.35倍、
110mm時…0.92倍、視度調節機能付（-1.3DP～+0.8DP）

ファインダー内表示
撮影範囲フレーム（近距離補正マーク付）、パノラマ撮
影範囲フレーム（近距離補正マーク付）、オートフォー
カスフレーム

赤色ランプ
スピードライト発光予告（点灯）／未充電警告（点滅）
／AF表示（一瞬点灯）

ピント合わせ
アクティブ測距方式、測距範囲0.86ｍ～∞（スピードラ
イトキャンセル時0.93ｍ～∞）（最大撮影倍率110mm時
約0.145倍）、遠景モード切り換え可能、シャッターボタ
ン半押しによるフォーカスロック付、シャッターボタン
ロック付

露出制御
電子制御プログラムAE（Cds）、連動範囲ISO100で
38mm時…EV6～15、110mm時…EV7～17.6
スピードライト自動発光、デーライトシンクロ可能

フィルム感度
ISO50、100、200、400、800、1600DXコードによるフ
ィルム感度自動セット、DX以外のフィルムはISO100に
セット

フィルム装てん
オートローディング空送り機構内蔵、フィルム確認窓付

フィルム給送
内蔵モーターによる電動式（スプールドライブ方式）、
自動巻き上げ（１コマ）、フィルム終端検出による自動
巻き戻し、途中巻き戻し
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フィルムカウンター
液晶によるデジタル表示、順算式、巻き戻し時逆算連動、電
池交換時自動１コマ送り

セルフタイマー
電子式、シャッターボタンによりスタート、作動表示点滅、
点灯２段階、作動時間10秒、途中解除可能

スピードライト
自動発光、発光禁止、強制発光、スローシンクロの４モード
切り換え可能、自動スピードライトモード設定時低輝度時自
動発光、ガイドナンバー（GN）約16（ISO100・m）、未充電
時シャッターロック付、スピードライト連動範囲38mm時：
0.86～6.5m、110mm時：0.86～2.4m）（ネガカラーISO100の場
合）、充電時間約8秒

赤目軽減モード
設定時、低輝度時及びスピードライトが発光する場合に赤目
軽減ランプ点灯（1秒間点灯）

液晶表示
フィルムカウンター、フィルムEL警告表示、スピードライト
モード表示、セルフタイマーモード表示、遠景モード表示、
バッテリーチェック表示、デート表示（年・月・日・時・分）、
写し込み表示、赤目軽減モード表示

撮影可能本数
24枚撮りフィルム：13本、36枚撮りフィルム：9本
（共に50％スピードライト撮影時）
使用電源
3Vリチウム電池（CR123AまたはDL123Aタイプ）×１個

デート写し込み機構
方式…ボディ側の7ドットLED による写し込み、パノラマ切り
換え可能、フィルム感度…DXコードにより自動切り換え式
（ISO50～1600）、データの種類…年・月・日・時・分（24時間
制）、〔年・月・日〕〔月・日・年〕〔日・月・年〕〔日・時・分〕
〔写し込みなし〕（切り換えは押しボタン式、2024年まで月末、
うるう年自動修正、データ早送り修正可能）、電源…ボディの
電源を使用、時計精度…月差±90秒以内

大きさ（幅×高さ×奥行き）
約127×67×50mm

重量
280g（電池別）

●データはすべて、20℃、新品電池使用時のものです。
●製品の外観、仕様は改善のため予告なく変更することが
あります。
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